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１．はじめに

　学校教育におけるダンス領域では、平成10年
度よりリズムダンス（小学校）、現代的なリズム
のダンス（中学校、高等学校）が導入された。音
楽は、①枯れてしまった感情を誘発させる②うっ
せきした感情を発散させる③励ましたり、慰めた
りできる等の作用があり（村井，1995）、心と体
に深く関係するものである。幼児は音楽がかかる
と自然と体を動かしリズムを刻み踊り出すことか
らも、音楽は心と体を誘発し踊りを生み出す源で
あると言える。リズムダンスには固くなった子ど
もの心と体をほぐす効果があり、教育的価値が期
待できる内容である。
　小学校学習指導要領においてリズムダンスは

「軽快なロックやサンバのリズムに乗って全身で
弾んで踊ったり、友達と自由にかかわり合ったり
して楽しく踊る」（文部科学省，2008，p.54）と
あるように、リズムの特徴をとらえ、自由に全身
で即興的に踊ることが特性である。つまり、ステッ
プや振り付けを覚えて踊ることではなく、児童の
踊りたい欲求を引き出し、リズムにのって自由に
踊り、弾む身体を得ていくことに重きが置かれて
いる。
　リズムダンスは創作ダンスと同様、学習内容の
中に「踊る」「創る」「見る」の3要素が含まれて

いる。松本（2008，p.245）は、伝承的な型をも
つ盆踊においても「リズムにのり、個々にくふう
して味を出し、互いに感じあい、見る」即ち「お
どり・つくり・みる」ダンスの本質を潜在させて
いると述べている。「踊る」「創る」「見る」行為
はダンス本来の特質であり、「創る」という行為
においても何もないところから創出させるという
意味だけではなく、自分なりにそのものを捉え踊
るという意味もあると考えられる。さらに村田

（2012，p.10）はリズムダンスの「踊る」「創る」「見
る」活動について、「踊る・創る・見る」の活動
が分かれているのではなく、楽しさをまるごと含
みながら特性に触れ「色々なリズムで即興的に自
由に踊る」から「まとまりをつけて踊る（簡単な
作品）」へ2つの楽しみ方に触れていくことを述
べている。つまり、リズムダンスの「創る」とい
う行為は振り付けを考えるということではなく、
即興的に「踊る」活動の中からリズムやのり方に
変化をつけて自分なりのリズムで踊ることである
と考えられる。また、「見る」活動においても、
踊る側と見る側が分かれる発表形式ではなく、と
もにリズムののりを共有し合ったり、バトル形式
で踊ったりするなどの「交流型」で行うものとさ
れている。
　しかし、多くのリズムダンスの授業では、「踊る」
学習（教師の一斉指導による踊り方習得学習）の
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みを展開している実態が報告されている（中村ら，
2003）。ダンスステップの習得や揃えて踊ること
を重視するのではなく、学習者自らがリズムを感
じて自由に踊る授業を提案していく必要がある。
そのため、「踊る」活動で終わらず、「踊る・創る・
見る」をまるごと含めたリズムダンスの授業を実
践しようと考えた。
　以上より、本研究では「踊る・創る・見る」活
動を含めたリズムダンスの授業を実践しその内容
を報告するとともに、児童のリズムダンスに対す
る意識がどのように変容したのかを明らかにする
ことを目的とする。

２．研究の方法

　小学校5年生を対象に、筆者がリズムダンスの
授業を実施した注1）。即興的に「踊る・創る」体
験を取り入れ、最後には「見る」活動としてダン
ス交流会を行なった。本論文はその実践を報告す
るとともに、児童が交流会を終えてリズムダンス
に対してどのような意識に変容したのかを児童の
アンケート調査とともに授業の効果を検証してい
く。

（1）授業実践
1）対象・期間
　対象はA県内にあるF小学校5年生で、１組36
名、2組36名の計72名の児童である。児童達は、
今回の授業前にもリズムダンスの授業があり、そ
の際には各グループに分かれて作品創作を行うよ

うな授業であった。ダンスには興味関心が強い児
童のようであるが、皆が同じような動きになって
しまうということから、今回新たにリズムダンス
の授業時間を設けてもらい授業実践した。
　授業日は、2013年10月15日、17日、21日、23
日、11月5日、12日の計6回であり、11月22日
が交流会の本番である。
2）授業内容
　授業の内容は表1の通りであり、指導者は筆者
自身である。初めの1回目と2回目は筆者の真似
をするような即興ダンスや簡単な動きを提示して
児童にアレンジをしてもらう内容を行い、３回目
以降から徐々に児童自身が音楽を感じて独自の動
きを出してそれをまとめていくような授業内容に
展開した。授業の詳細はのちに記述する。

（2）アンケート調査
　アンケート調査は、交流会が終わった後児童全
員に行なった。リズムダンスを通して自身のリズ
ムダンスに対する意識がどのように変わったか、
また「踊る」「創る」行為に関して、どのような
意識を持っていたかを明らかにするために実施し
た。
　また、両クラスの担任の教員にも児童がどのよ
うに変容したかを探るためにアンケート調査を行
なった。この教員のアンケートは児童のアンケー
トに関する考察の手がかりとして用いた。
1）アンケート調査の内容
　児童に対するアンケートの質問項目は表2の通

＜表1　交流会までの流れ＞
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りである。選択式の回答項目が10、記述式の回
答項目が1である。踊ること、創ることに関する
質問を中心に、導入で用いた即興ダンス（ロック）
やサンバに関する質問、さらに授業以外でのダン
スとの関わりに関する質問もした。

2）分析方法
　 ア ン ケ ー ト 調 査 か ら 得 ら れ た 結 果 は、
Microsoft Office Excelワークシートを用いてま
とめた。アンケートの回収率は児童72人全員の
100％であり、有効回答数も72である。

３．結果及び考察

　結果及び考察では、それぞれの授業内容と意図
を内容別に示し、その時の児童のアンケート結果
と合わせながら考察していく。
（1）導入の即興ダンス（ロック）
1）導入の内容と意図
　導入の即興ダンスとは、指導者が行なった動き
を即座に真似させるダンスである。これは、すぐ
見て真似することができる簡単な動きの連続で、
体幹部中心に律動的な動きをすることにより、リ
ズムにのることを体験させる。硬くなった心と体
を徐々にほぐして解放することができ、ダンスの
世界に入り込ませることをねらいとする。
　ロックとは「鍵をかける」という意味合いから、

「止める」というような動きのことを指す。しかし、
教育現場で取り扱うロックとは音楽の例示であ
り、止めるような動きを習得させるものではない。

軽快に弾めるアップテンポのリズムで、アフター
ビート（後打ち）のリズムが特徴であり、全身で
弾んだり、リズムをくずしたり、アクセントをつ
けたりするのがロックののり方である。
　今回の授業で取り上げた動きは表3の通りであ
る。まずは指導者1人の動きを児童1人ずつ真似
するダンスを行なった（図1参照）。児童全員の
真ん中に指導者が入り、児童と一体になりながら
踊った。その際に、「すぐに真似する」「足は止め
ずに」「左右どちらでもいい」「間違えてもいい」
という指示を出した。次に2人組で組み、指導者
の動きを真似するダンスを行なった（図2参照）。
これはアシスタントの学生と2人組を組み、その
動きを即座に真似させるというものである。これ
も児童の真ん中で踊り、手を繋いだ動きを基本に、
互いに同じような動きから対応するような動きに
発展させていった。

2）導入に関する児童の意識
　児童の導入に対する「楽しさ」について、72
名（100%）全員の児童が「とても楽しかった・
楽しかった」と回答しており（表4参照）、全員
がリズムにのり、ダンスをやろうという気持ちに
なったことが窺える。これは、難しい動きにせず、
誰もが簡単にできる動きであったこと、律動的な
動きでとまらずに行ったこと、2人組の動きも入
れることにより他者と関わることができたことが
理由として考えられる。

＜表2　児童に対するアンケートの質問項目＞
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＜表3　即興ダンス（ロック）の例　＞

＜図1　1人で真似をするダンス＞ ＜図2　2人組で真似するダンス＞

＜表4　導入のダンスに対する児童の満足度＞
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（2）サンバのダンスについて
1）サンバ
　サンバは「ウンタ

4

ッタ　ウンタ
4

ッタ」のリズム
で、2拍子の中にシンコペーションが入り、ラテ
ン系の陽気なイメージの踊りである。腰を前後に
ゆらしたり、左右にスイングさせたりするのり方
が特徴である。
　サンバのダンスは、まず表5のように基本の動
きを児童に教え、最終的には1曲通して踊れるよ
うにした。基本の動きは細かいステップのような
ものではなく、簡単に誰もが踊れるものであり、

声を出しながら15分程度で覚えられるようなも
のである。これは基本の動きはあるものの、個人
で自由にアレンジできるようなものになってお
り、児童それぞれに自由度をもたせるような指導
をした。
　基本の動きがおおよそできたところで、表5の
ように音楽1曲踊れるように構成した。基本の動
きを前を向いて踊ったり互いに向かい合って踊っ
たりするところ、主役脇役に分かれて踊るところ、
自由に2人組で踊るところ等を入れた。

＜表5　サンバのダンス＞

＜図3　サンバの音楽で自由に弾む児童＞ ＜図4　サンバのステップをしている児童＞
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2）サンバに関する児童の意識
　サンバの授業に対する「楽しさ」について、72
名（100%）全員の児童が「とても楽しかった・
楽しかった」と回答しており（表6参照）、全員
がサンバのリズムにのる楽しさを体感することが
できた。これは、アレンジできるような動きにし
たこと、動きが一定のリズムではなく、くずしを
入れたこと等が考えられる。
　また、サンバの動きの難易度に関する質問では、
18人（25.0%）の児童が難しかったと回答した（表
7参照）。しかし、難しいと回答した児童も「楽
しかった」と回答しているため、難しかったけど
楽しかったという結果になる。これは、「今日は
リオのカーニバル！ここはブラジル！」というよ
うな言葉かけをし、陽気な雰囲気をつくったこと、
動きを覚えることに重きを置くのではなく、サン
バののりを大切にし「間違えても大丈夫！」とい
うような肯定的な雰囲気を出したことが理由とし
て考えられる。

（3）‌�グループでひとまとまりの動きを創る活動
について

1）ひとまとまりの動きを創る活動の内容
　ひとまとまりの動きを創る活動では、筆者が用

意した音楽の中からグループごとに音楽を選曲し
た。選曲したあとは、グループごとにその音楽で
リーダーが即興的に動いた踊りを真似したり、2
人組で踊ったりする活動から入り、気に入った動
きを組み合わせてひとまとまりの動きにしていっ
た。細かい振付を考えるという活動ではなく、即
興からの動きを大切にし、それぞれの音楽に合わ
せるところと崩すところを意識してオリジナルな
動きを見付けていった。選曲した音楽は表8の通
りである。

2）動きを創ることに関する児童の意識
　ひとまとまりの動きを創るときの気持ちに関し
て、61名（84.8%）の児童が「とても楽しかった・
楽しかった」と回答していたが、8名（11.1%）
の児童が「つまらなかった」と回答していた（表
9参照）。また、創作時の積極性に関する質問で
は10名（13.9%）の児童が「できなかった」と回
答していた（表10参照）。踊る活動に比べて創る
ことは自ら動きを出さなければならないため、戸
惑いがあったことが理由として考えられる。「ダ
ンスを創るのに協力できなかったけど、踊ったと
きは楽しかった」という自由記述があったように、
踊ることと創ることを分離せずに指導する必要が

＜表6　サンバのダンスについて＞ ＜表7　サンバの動きの難易度について＞

＜表8　各クラスが選曲した音楽＞
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あったと言える。

（4）交流会について
　交流会では、各グループの踊りをメドレー形式
で発表し、最後はサンバの踊りを全員で踊った。
交流会は保護者の方にも見ていただき、見ている
人も手拍子をし、会場が一体となった交流会で
あった。
　交流会で踊ったときの気持ちについて、「気持
ちよかった」55人（76.4%）、「緊張した」49人

（68.1%）、「達成感があった」42人（58.3%）とい
う結果が得られた（表11参照）。踊ることの快感、

みんなで創った踊りを発表した達成感、頑張った
からこその緊張などが多く、否定的な感想はな
かった。ダンスに対する気持ちの変化について、

「ダンスが楽しくなった」55人（76.4%）、「ダン
スが好きになった」34人（47.2%）という結果で
あり（表12参照）、今回のリズムダンスの授業を
通して、ダンスに対して肯定的なイメージに変化
した児童が多くいることが分かった。否定的な項
目もあったが、回答した児童はいなかった。
　さらに、児童のアンケートでは「舞台に立った
時に心のきらめきがすごくて、スマイルと楽しさ
しか感じていなかった」「ダンスをもっとやりた

＜表9　ダンス創作時の気持ちに関して＞ ＜表10 ダンス創作時の積極性に関して＞

＜図5　グループのダンス＞ ＜図6　サンバで交流しているところ＞

＜表11　交流会で踊った気持ちについて＞ ＜表12　ダンスに対する気持ちの変化＞
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くなった」「今までダンスが嫌いだったけど、好
きになった」という記述もあり、どの児童も心の
底からリズムにのる楽しさや友達と踊る楽しさを
感じていたと窺える。担任の教員のアンケートか
らも「保護者の方から『うちの子があんな表情で
きるなんて思っていませんでした』『太っている
のがコンプレックスだったけど、ダンスの中で上
手に生かしていて、感動してしまいました』とい
う言葉をいただいた」という記述があった。これ
は普段の自分から殻を破り、どの児童も主役にな
り、楽しむことができた結果と言える。

４．まとめ

　今回のリズムダンスの授業では「踊る・創る・
見る」活動をまるごと取り入れ、踊ることだけで
終わらないような授業を実践した。授業は「踊る」
活動から自然と「創る」活動に入り、最後にはメ
ドレー形式のグループごとの発表と全員で踊るサ
ンバで交流会を行った。児童のダンスに対する意
識では「踊ること」に関しては「楽しかった」「ダ
ンスが好きになった」という肯定的な回答が多
かったが、「創ること」に関しては1割程度の児
童は消極的な回答であった。今後はリズムダンス
の「創る」活動が踊ることから切り離れず自然と
創る活動も含めた授業を提案していくことが課題
と考えられる。

注

1）リズムダンスの授業は通常小学校3、4年生の
内容であり、小学校5年生では取り扱わないが、
学校の実態と行事との関係で小学校5年生対象

となった。
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